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令和３年度 読育推進ネットワーク整備事業 「読育推進連携講座」 

 

 

 

 

 

 

１０月２日（土）に酒田市眺海の森「ピクニックランド」で開催しました。 

昨年度に続き、読育とネイチャーゲームのコラボレーション第２弾です。新型コロナウイルス感染予防のため、限定親

子１０組で実施させていただきました。「この本だいすきの会庄内支部」の齋藤まき先生より自然に関する絵本の読みか

たりをしていただき、「山形庄内ネイチャーゲームの会」の佐藤裕子先生と池田留美先生よりネイチャーゲームを教えて

いただきました。絵本「もりのてぶくろ」の登場人物のように実際に森の中でお気に入りの植物や生き物を見つけたり、

絵本「わたしのワンピース」のように森の中で自分の好きなワンピースの模様を探したり

と、絵本の中に自分たちが入り込んだように、自然の中で親子一緒に楽しいひと時を過

ごしました。まき先生からおうちの方々へのブックトークの時間もあり、ご家庭でぜひ読ん

でほしいおすすめの本１０冊の紹介冊子もお土産としてプレゼントしていただきました。参

加者のアンケートでも「読みかたり+体験もできるとワクワクがいっぱいでとても楽しかっ

たです。」と感想をいただきました。今後も庄内教育事務所では、本大好きな子どもを育

むために、家庭と地域における読育を推進していきます。（担当：後藤） 

 

 

 

 

＜庄内町中高生ボランティアサークル＞ 

10 月 10日（日）「バルーンアート講座」を実施しました。この講座では日本ホスピタル・クラ

ウン協会の佐藤静子さんを講師にバルーンアートの基本的な技を学びました。日本ホスピタル・

クラウン協会とは、ピエロの服装をして小児科病棟を訪問し、入院している子どもたちに笑顔を

届ける活動をしているボランティア団体です。今回の講座では、「犬、剣、花」の基本的な技を学

んだあとにハロウィンのカボチャや細長いバルーンと丸いバルーンを組み合わせた作品に挑戦

しました。参加した中高生は慣れてくると自分でアレンジして様々な作品に挑戦していました。 

今回学んだ技を、ぜひ施設訪問や学校行事で活用してもらい、多くの人に笑顔を届ける活動

につなげてほしいと思います。（担当：阿部） 

 

令和 3年度放課後子ども総合プラン第 3回庄内地区指導者研修会 

10 月 8日（金）に、秋田県横手市の佐藤マサル氏（写真）を講師に標記テーマで放課後子ども総合プラン指導者

研修会をオンラインで開催しました。マサル氏は、自ら介護の仕事に携わりながら「スマイルよこて」を立ち上げ、介護や

福祉の現場で「生活を支えている人」を「支える」仕事にも取り組んでいます。アンガーマネジメントもその一つというこ

とで、今回の研修会の講師を引き受けていただきました。 

今年度の研修はすべて終了です。また来年度の参加をお待ちしております。   （担当：那須） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度１１月号① 

庄内教育事務所 社会教育課 

お問い合わせ先

→社会教育情報 

社会教育事業に関する詳しい情報

を掲載しています。 

庄内教育事務所 

TEL：0235-68-1983 

FAX：0235-66-3015 

令和３年度 東北地区社会教育研究大会 

（兼）第１２回 山形県社会教育研究大会 

 

 １０月１４日（木）に、標題の研究大会が開催されまし

た。本来であれば、新庄市の会場に東北６県から参加者

が集う予定でしたが、オンラインで開催され、４００名余り

の参加がありました。午後からの分科会では、庄内管内

を代表して余目第四公民館長の髙橋逸夫氏から指定

管理者制度と公民館のコミセン化に向けた取り組みを

発表していただきました。住民が主体となり、地域課題の

解決に向かう「和合の里」の取り組みは、高い評価を受

けました。なお、午前中に行われた、新庄演劇研究会他

による演劇「土に叫ぶ人 松田甚次郎～宮沢賢治を生き

る～」とシンポジウムは、令和４年１月末までYouTube

で視聴することができます。（担当：髙橋） 

URL : ｈｔｔｐｓ：//youtu.be/_Adt8YXnvDA 

クラブ訪問 in 庄内 
今年度、１０月までに７つの総合型地域スポーツ

クラブを訪問しました。話し合いの中で、会員の声

や地域の方を大事にしながら教室や事業を進めて

いることが話題になります。活動がありきではなく、

地域の方が何を求めているのかを把握したうえ

で、様々な活動を展開しているからこそ、地域の揺

るぎない信頼につながっていると感じます。 

１１月以降の訪問も調整中です。今後も、クラブ

訪問に加え、実際にイベントや教室を視察し、スタ

ッフや会員の声を聞くなど、よりクラブに近い立場

で関わっていきたいと思います。（担当：大谷） 

 

 

 

 

 

 
 

 

【講演の内容】 

 〇アンガーマネジメントは、長期的に自分も相手も安全でいられるようにするもの。 

 〇「怒り」はだれにでもある自然な感情の一つで、身を守るための感情である。 

 〇「叱る必要のあるもの」は上手に叱り、「叱る必要のないもの」は叱らないように。 

 〇そのためには叱る基準をはっきりさせる。（機嫌や相手でコロコロ変えない） 

 〇上手な叱り方は、①叱る基準がはっきりとしている。 

                 ②具体的で明確なリクエストを伝える。（私の気持ちを添えてもよい。） 

                 ③相手を責めるような表現は使わずに、対等の関係で伝える。 

【参加者の感想から】 

「怒りの正体を知ることができたので、子どもたちと向き合うときに生かしたいです。」 

「『叱ることが必要なときは上手に叱る』と聞いて心が軽くなりました。」 

「怒らない、叱らないように頑張っていましたが、気持ちに少し余裕をもって取り組めそうです。」 


